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StatOneVar および StatTwoVars の使用法 

 

 プログラムを実行すると図１のフォームが表示される。 

 

図１ 実行開始時のフォーム 

 

 「GO」ボタンのクリックで図２の入力ファイル名の選択ウィンドウが表示される。 

 
図２ 入力ファイル名の選択 

 

データの格納されているファイル名を選択して「開く」ボタンをクリックする。データは
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プログラム StatOneVar の場合は図３のように、StatTwoVars の場合は図４のように用意

する。 

 

 

図３ 1 変量のデータファイル例 

 

 

 

図４ ２変量のデータファイル例 

 

いずれの場合も、データはスラッシュ「/」（全角スラッシュ「／」ではない）で始まる行に

よって挟まれている。１変量データの場合（図３）は、１行に１つのデータが書かれ、２

変量の場合（図４）は、１行に 1 組のデータが書かれている。 

 図２のウィンドウで入力ファイルを選択して「開く」ボタンをクリックすると、出力用

ファイル名の設定を求めるウィンドウが表示される（図５）。 

 



 3 / 4 
 

 

図５ 出力用ファイル名の設定 

 

 出力用のファイル名を適当に設定して「保存」ボタンをクリックすると計算が始まる。

出力ファイルはテキストファイルとして書き出されるので、拡張子を「.txt」としておくと

後で開くときに便利である。計算が終了して、出力ファイルへの書き出しが完了すると図

６のウィンドウが表示される。 

 

図６ 計算終了時に表示されるウィンドウ 

 

 

図６のウィンドウにおいて「OK」ボタンをクリックするとプログラムの実行終了となる。

プログラムの実行終了後、図５で指定した名前のファイルを開くと、図７のようになって

いる。出力ファイルはテキストファイルなので、適当なエディタで開くことができる。 
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図７ 計算結果の出力ファイル例 

 

 


